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論文内容の要旨

[目的]

口蓋裂手術の主目的は患児が正常な言語機能を獲得することにある。しかし、手術侵襲が上顎骨発育抑制を惹起す

る側面も有しており、言語機能と顎発育の両面を充足する治療体系の確立は、現在の口蓋裂臨床上最も重要な課題で

ある。 1997 年、西尾らはこれらの問題点を考慮、した上で、早期二期的口蓋裂手術を考案し、大阪府立母子保健総合

医療センタ一口腔外科における片側完全唇顎口蓋裂患児に対する標準的な治療法としてきた。そこで本研究は早期二

期的口蓋裂手術を受けた片側完全唇顎口蓋裂症例の幼児期における上顎歯槽部の成長発育を評価することで、早期二

期的口蓋裂手術の有用性を検討することを目的とした。

[対象]

片側完全唇顎口蓋裂患児 72 例を対象症例とした。内訳は、生後約 12 カ月時の Furlow 変法による軟口蓋閉鎖と約

18 カ月時の硬口蓋閉鎖から成る早期二期的口蓋裂手術施行症例 30 例(二期群)、生後約 12 カ月の push back 法に

よる一期的口蓋閉鎖施行症例 42 例 (PB 群)である。上顎歯槽石膏模型計測では両群に対するコントロールとして健

常児 66 例(健常者群)を対象とした横断的資料を用いた。

[研究方法]

1.上顎歯槽石膏模型計測

4歳時までに採取した上顎歯槽石膏模型を研究資料とし、上顎結節点問、乳臼歯点問、および乳犬歯点間の歯槽弓

幅径と裂幅、 major および minor segment の前後径の 8 項目の計測を行った。

2. 4 歳時頭部側方X線規格写真(側方セフアロ)分析

4歳時に撮影した側方セファロ X線写真をトレースし分析を行った。頭蓋底に対する上顎の前後的位置および前後

径、上顎の垂直的発育、下顎の大きさおよびその頭蓋底に対する位置について検討を行った。

3. 4 歳時の上下顎岐合関係

4歳時に作製した上下顎平行模型を用い、 Huddart 法を用いたクロスパイトスコアの算定に加えて、各歯牙の岐合

関係を評価した。

[結果]

1.上顎歯槽石膏模型計測
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4 歳時、二期群の上顎歯槽弓形態は、前後径、幅径共に健常者群には及ばなかったものの、 PB 群より有意に大で

あった。さらに、二期群における 12 カ月時(軟口蓋閉鎖直前)から 4 歳時までの major segment 前後径の増加率は、

健常者群よりも有意に大で、あった。幅径の増加率を二期群と健常者群で比較すると、二期群では 18 カ月時"-'2 歳時

(硬口蓋閉鎖後)における乳犬歯点間幅径の増加率が低かったのに対し、健常者群における乳犬歯点間幅径は、同期

間中に著しい成長を示した。また、二期群の硬口蓋裂幅は、軟口蓋閉鎖後に急速に縮小した。

2. 4 歳時側方セファロ分析

上顎歯槽石膏模型計測による結果と同様に、上顎の前後径は二期群で、有意に大で、あった。一方、頭蓋底に対する上

顎後端の位置は両群聞に差を認めなかった。結果、頭蓋底に対する上顎前方部の位置が、二期群で PB 群よりも有意

に前方位を取ることが確認された。上顎前方部の垂直的成長発育は二期群で有意に大であった。下顎の大きさおよび

その頭蓋底に対する位置は両群間で、差は認めなかった。

3. 4 歳時の上下顎校合関係

Huddart 法によって算定したクロスパイトスコアを比較した結果、 4歳時の上下顎校合関係は二期群が PB 群より

も有意に良好であった。各歯牙について評価を行った結果においても、二期群の上下顎校合関係、は PB 群と比較して

著明な改善を認めた。しかしながら、患側乳犬歯の校合関係は二期群と PB 群聞に大きな差を認めなかった。

[結論]

本研究によって、早期二期的口蓋裂手術は一期的 push back 法と比較して、より良好な上顎歯槽部の成長発育を獲

得し得ることが明らかとなった。さらに、二期群における 12 カ月時から 4歳時までの major segment の前後径は

catch up growth を示すことが判明した。しかしながら、 4歳時における乳犬歯点間幅径のさらなる改善を得るため

には、音声言語発達面に問題が無い範囲で、硬口蓋閉鎖の手術時期に関して若干の修正の余地があるものと考えられ

た。

論文審査の結果の要旨

本研究は、言語機能と顎発育の両面を充足する口蓋裂手術として考案された早期二期的口蓋裂手術の、幼児期にお

ける術後成績を顎発育面から評価した。本論文は、片側完全唇顎口蓋裂症例に対する早期二期的口蓋裂手術の有用性

を明らかにしたものであり、博士(歯学)の学位の請求に値するものと認める。
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